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日本ヘルスコミュニケーション学会 
第 8 回学術集会開催にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

国立がん研究センターがん対策情報センター 

高山 智子 

 

このたび、東京大学本郷キャンパスの会場で、日本ヘルスコミュニケーション学会第 8 回学

術集会を開催させていただくことになりました。開催するにあたり、ご支援やご協力を賜りまし

た多くの関係者のみなさまに、心より感謝申し上げます。 

これまでの学術集会でも取り組まれてきましたように、多彩な学術分野の方々がともに関わ

り合う領域だからこそできるヘルスコミュニケーション研究をさらに広げ、深めていくために、

第 8 回学術大会のテーマを企画させていただきました。どんな領域から出発しても基本となる

“人と人が関わり合う”ときのコミュニケーションを改めて考える機会にしたいと考えていま

す。人が生きる、人と人が関わり合う中で、そこにはその場の空気感といったものも含めて、研

究としてはまだまだ未開拓な、けれども大切な領域が数多くあります。 

基調講演では、そうした空気感を含め、フォトジャーナリストの國森 康弘先生から滋賀県東

近江市の農村地帯や東日本大震災で被害を受けた地域などで撮られた写真をご紹介いただきな

がら、人と人との対話を考えてみる機会にしたいと考えています。そして、引き続き行われるシ

ンポジウムでは、「ことばにならない思いとケア～受け止める、投げかける、分かち合う」と題

して、さまざまな臨床の場面における実際のご経験をご紹介いただきながら、臨床や教育、そし

て実生活の中で、言葉になっていないコミュニケーションをどう言葉や形にしていくか。現場で

ご活躍の 3 名の先生方～社会福祉士で病院の様々な相談に携わる橘 直子先生、牧師でもあり

HIV 陽性者の支援活動や教育にも携われている榎本てる子先生、そして精神科医で「浦河べて

るの家」の活動を支援されている川村 敏明先生～にご登壇いただき、外からはなかなか見えて

こない視点や向き合い方などについて考える機会にしたいと考えています。 

 今回の学術集会では、初めての試みとして、ヘルスコミュニケーションに関わる領域をさらに

広め、深める機会の一つとして、一般社団法人がん相談研究会および医療の質に関する研究会の

みなさまにご協力をいただき、2 つの共催セッションを設けさせていただくことにいたしました。 

 このたびの学術集会を通じて多彩な領域の研究者たちが、ともに手を取り、これからの日本の

ヘルスコミュニケーション学のさらなる発展につながれば幸いです。 
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⽇本ヘルスコミュニケーション学会 第8回学術集会 プログラム
会場：東京⼤学医学部 教育研究棟 

時間
14階

鉄⾨記念講堂
13階

第5セミナー
13階

第8セミナー
13階

第6セミナー室
１3.5階

情報交流の場
9:30〜
10:00

10:00〜
12:00

⼝演１ ⼝演2

12:00〜
13:00

13:00〜
14:00

ポスター
セッション

１

ポスター
セッション

２

14:00〜
14:20

14:20〜
16:00

基調講演 ：
写真が語るいのちのバトンリレー
〜看取りの現場から〜
フォトジャーナリスト
 國森 康弘 ⽒

16:00〜
16:20

16:20〜
17:30

シンポジウム：
ことばにならない思いとケア
〜受け⽌める、投げかける、分か
ち合う〜
⼭⼝⾚⼗字病院社会福祉⼠
 橘  直⼦  ⽒
関⻄学院⼤学神学部准教授
 榎本 てる⼦ ⽒
浦河ひがし町診療所院⻑
 川村 敏明  ⽒

17:30〜
18:00

表彰式･閉会

18:30〜
20:30

2016年9⽉10⽇（⼟）

昼⾷

共催セッション２：
医療の質に関する研究会
「ヘルスコミュニケーションの未
来を考える―リテラシーからビヘ
イビア、そしてムーブメントへ
―」

共催セッション１：
がん相談研究会
「がん相談における
セクシュアリティと
コミュニケーショ
ン」

情報交流の時間

14階
ポスター会場
ポスター掲出

⾃由閲覧

情報交流の時間

懇親会 （13階 カポ・ペリカーノ）

 写真が語るいのちのバトンリレー 〜看取りの現場から〜
   フォトジャーナリスト  國森 康弘 ⽒

 ことばにならない思いとケア〜受け⽌める、投げかける、分かち合う〜
   ⼭⼝⾚⼗字病院社会福祉⼠    橘  直⼦  ⽒
   関⻄学院⼤学神学部准教授    榎本 てる⼦ ⽒
   浦河ひがし町診療所院⻑     川村 敏明  ⽒

■基調講演

■シンポジウム
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⽇本ヘルスコミュニケーション学会 第8回学術集会 プログラム

番号 発表者

K1-01 ⿃嶋 雅⼦

K1-02 太⽥ ⿓⼀

K1-03 荘⼦ 万能

K1-04 松下 翔

K1-05 孫 ⼤輔

K1-06 ⼟屋 慶⼦

番号 発表者

K2-01 栗崎 由貴⼦

K2-02 ⻑⾕ 由紀⼦

K2-03 中⼭ 千尋

K2-04 加藤 美⽣

K2-05 市川 衛

K2-06 奥原 剛

番号 発表者

P1-01 岡⽥ 宏⼦ 

P1-02 後藤 英⼦

P1-03 ⼩郷 祐⼦

P1-04 菅沼 太陽 

P1-05 ⽯川 ⽂⼦

番号 発表者

P2-01 松下 翔

P2-02 杉⽥ 恵⼦

P2-03 ⼤⽯ 美穂

P2-04 孝本 乃⼦

P2-05 杉⽥ 稔

佐賀県医療センター好⽣館 就労専⾨職がん専⾨相談員との連携をがん患者の就労⽀援の結果から
考察する

⻭科⼩児⻭科乃⼦医院 ⼀般接遇研修を医療臨床の実態にテーラリングするための考察

東邦⼤学 東京電⼒の福島原⼦⼒発電所過酷事故後のメディア報道

NPO法⼈フューチャー北海道 関係性というコミュニケーション〜地縁コミュニティの再⽣から聞こ
えてくる“⽣”

国⽴がん研究センターがん対策情報センター 「先進的な医療の情報」を求める相談者への情報⽀援のあり⽅に関す
る予備的検討

東京⼥⼦医科⼤学医学部医学教育学教室 患者・薬剤師の後発医薬品変更に対する考え⽅

国⽴がん研究センターがん対策情報センター インターネット検索によって得られる「がんに関する情報」は正しい
か

ポスターセッション２ プログラム （14階 ポスター会場） 座⻑：孫 ⼤輔（東京⼤学⼤学院医学系研究科医学教育国際研究センター）

所属（筆頭著者） 演題
東京⼤学医学部医学科 ⼊院中の難病の⼦どもを持つ家族のための滞在施設に対する医療従事

者の意識調査

東京⼤学⼤学院医学系研究科 社会医学専攻
医療コミュニケーション学分野

⽇本⼈労働者におけるヘルスリテラシーと⽣活習慣、主観的健康感と
の関連

東京⼤学⼤学院医学系研究科 医療コミュニケー
ション学分野

ＮＨＫテレビ・ドキュメンタリー番組が描いてきた病いと患者の語り

⽇本放送協会 「⾒るだけで腰痛が改善する」映像の効果検証

東京⼤学⼤学院医学系研究科 医療コミュニケー
ション学分野

分かりやすさの⼒―健康医療情報の処理流暢性が受け⼿の判断に与え
る影響：⽂献レビュー

ポスターセッション１ プログラム （14階 ポスター会場） 座⻑：野中 昭彦（中村学園⼤学流通科学部）

所属（筆頭著者） 演題
東京⼤学⼤学院医学系研究科 健康科学・看護学専
攻 医療コミュニケーション学分野

乳がん患者のナラティブが受け⼿の健康⾏動に与える影響の検討－
ディペックス・ジャパンのインタビューデータを⽤いて－

新潟医療福祉⼤学 医療技術学部 ⾔語聴覚学科 医療技術職養成校における対話⼿法の検討〜テーマ設定の視点から〜

広島⼤学⼤学院 医⻭薬保健学研究科 ⻭科衛⽣⼠のプロフェッショナリズムとコミュニケーション

福島県⽴医科⼤学医学部公衆衛⽣学講座⼤学院 福島第⼀原⼦⼒発電所事故後の福島県地元紙と全国紙の報道について
〜健康情報としての「内部被ばく」「セシウム」を含む記事の分析か

所属（筆頭著者） 演題

雲南市⽴病院 診療所待ち時間対策から⾒えた⾼齢者の待ち時間への思い 質的研究

⼤阪医科⼤学 医学⽣は、患者視点をどのように学ぶことができるのか。~リウマチ
患者へのインタビューを通じて~

東京⼤学医学部医学科 病気の⼦どもとそのご家族のための滞在施設は，利⽤者およびボラン
ティアにとってどんな意義があるか

東京⼤学⼤学院医学系研究科 医学教育国際研究セン
ター

プライマリケアで⽤いられる医学⽤語の医療者と市⺠・患者の認識
ギャップ（第2報）

東海⼤学 英国の救急医療シミュレーション訓練におけるコミュニケーション分
析：医療者の視線の動きを中⼼に

⼝演2 プログラム  (13階 第８セミナー室） 座⻑：武林 亨（慶應義塾⼤学医学部衛⽣学公衆衛⽣学） 宮原 哲 （⻄南学院⼤学⽂学部）

⼝演1 プログラム (13階 第５セミナー室） 座⻑：⾼永 茂（広島⼤学⼤学院⽂学研究科） 岩隈 美穂（京都⼤学⼤学院医学研究科）

所属（筆頭著者） 演題

京都⼤学医学部附属病院 がん告知時の医師の態度・⾔葉と患者の受け取り：前⽴腺がん患者の
語りを対象とした質的分析
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⽇本ヘルスコミュニケーション学会 第8回学術集会 プログラム

 「ヘルスコミュニケーションの未来を考える―リテラシーからビヘイビア、そしてムーブメントへ―」
   講演（仮題）
    「患者図書室からビヘイビアヘルスへの⾯的展開」NPO法⼈医療の質に関する研究会 理事・事務局⻑ ⽥⼝空⼀郎⽒
    「志⽊市におけるビヘイビアヘルスの医療費削減効果」東京保健医療⼤学教授 ⼭下和彦⽒
    「過剰医療検証と Choosing Wisely キャンペーン」 佐賀⼤学名誉教授 ⼩泉俊三⽒
   総合討議：
     登壇者
      河原和夫⽒（NPO法⼈医療の質に関する研究会 理事⻑、東京医科⻭科⼤学教授）
      河北博⽂⽒（NPO法⼈医療の質に関する研究会 副理事⻑、⽇本医療機能評価機構 理事⻑）
      ⼩泉俊三⽒
      ⼭下和彦⽒
     司会
      ⽥⼝空⼀郎⽒ （NPO法⼈医療の質に関する研究会 理事・事務局⻑）

■共催セッション１ がん相談研究会共催
 「がん相談におけるセクシュアリティとコミュニケーション」
   講演
    「性とセクシュアリティとコミュニケーション」放送⼤学教授 井上洋⼠⽒
   実践報告・討議
    「性の問題に柔らかく向き合うために」

■共催セッション２ 医療の質に関する研究会共催

5



東京⼤学医学部 教育研究棟

13階

（S1304）

口演1

（S1303）

14階

情報交流の場

懇親会

受付

吹抜

鉄門記念講堂

チラシ置き場

ポスター会場

受付

イタリア家庭料理
カポ　ペリカーノ

（S1305）

第5セミナー室（S1302)（S1301)

共催セッション1 会場講師・プログラム委員

（S1304）
第7セミナー室

控え室
口演2

第8セミナー室 第6セミナー室
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シンポジウム  

ことばにならない思いとケア ～受け止める、投げかける、分かち合う 

 

 

 

日時：9 月 10 日（土） 16:20～17:30 

 

パネリスト： 

橘 直子 氏  山口赤十字病院 

 榎本 てる子 氏  関西学院大学神学部 

 川村 敏明 氏 浦河ひがし町診療所 

 

コーディネーター： 

井上 洋二 氏  放送大学 

 高山 智子 国立がん研究センター 

       

 

 

 

 

医療や福祉の現場では、言葉にできない思いのもどかしさやそこで生じるコンフリクトの

場面に遭遇することがしばしばあります。本シンポジウムでは、基調講演でお話いただく國

森康弘氏（フォトジャーナリスト）の写真をふんだんに使ったご講演を受けて、さまざまな

臨床の場面における実際のご経験をご紹介いただきながら、臨床の中で、教育の中で、実生

活の中で交わされる言葉、そして交わされる言葉になっていないコミュニケーションをど

う言葉や形にして、相手に届けるか。外からはなかなか見えてこない視点や向き合い方など

について考える機会にしたいと考えています。 
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